
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（2組：妹尾） （3組：寺地）

工業 コンピュータシステム技術

工業 コンピュータシステム技術 2

１
学
期

コンピュータシステムの基礎(アイテック情報処理技術者教育センター)

態
配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

コンピュータシステム技術

・入力装置、出力装置とは何か理
解する。
・入力装置と出力装置にはどのよ
うなものがあるか学習する。
・OCR、３Dプリンタとは何か理解
し、どのような活用例があるか調
べ学習を行う。

【知識及び技能】
・入力装置と出力装置に関する基本的な知識
を正確に理解している。
・入力装置と出力装置の種類について説明
し、それらの機能や特徴を理解している。
・OCRや3Dプリンタについて正確に説明で
き、それらの活用例を理解している。
・入力装置や出力装置、OCRや3Dプリンタな
どについて、適切な技術用語を使用して説明
できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・入力装置や出力装置に関する問題を見つ
け、それらの問題を解決するために創造的な
解決策を提案できる。
・OCRや3Dプリンタの活用例を考え、それら
を実際の課題解決に適用できる。
・表やグラフを作成して、それらの情報を正
確かつ明確に表現できる。
・作成した表やグラフを分析し、結果を評価
し、改善策を提案できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・入力装置や出力装置、OCRや3Dプリンタな
どの技術に対して、主体的に学ぶことができ
る。

入出力装置
【知識及び技能】
入力装置や出力装置の基本的な機
能を理解し、OCRや3Dプリンタなど
の具体的な装置について調べ学習
を行い、その活用方法について身
に付けることを目指す。

【思考力、判断力、表現力等】
入力装置や出力装置について調べ
学習を行い、自分なりのアイデア
を出し、それを実現するための方
法を考え、表や図を用いてわかり
やすく表現することを目指す。

【学びに向かう力、人間性等】
入力装置や出力装置について自ら
学び、調べ学習を行い、主体的に
知識や技能を習得し、また協働的
に意見交換を行い、成果を発表す
ることを目指す。

5○○○

教科書

コミュニケーションネットワーク
とコンピュータシステム
【知識及び技能】
コンピュータや情報技術の歴史、
概念、技術、そして現代社会にお
ける役割や影響を理解し、最新技
術の利点や問題点を把握し、情報
を適切に表現するための技術を身
に付けることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
最新技術に関する問題や課題を見
つけ、分析し、解決策を提案し、
結果を検証することができる。ま
た、論理的な思考力や表現力を向
上させ、自分の考えを的確に表現
することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
最新技術の理解に向けて、自ら学
習し、協働的に話し合い、知識や
技能を共有することができる。ま
た、自己の成長や社会的責任を意
識し、人間性を向上させることが
できる。

・コンピュータ誕生までの歴史を
振り返り、コンピュータによる産
業社会の進展についてまとめ「情
報」の意味を学ぶ。
・工業分野においてもコンピュー
タ技術の発展によって、大きな影
響を与えてきていることを確認す
る。
・AIとビッグデータに関して、そ
の歴史と仕組みについて学習し
「ChatGPT」の動向とその活用例に
ついて話し合いをする。
・GPSに関して、その歴史と仕組み
について学習し理解する。
・DXの定義と実施例について学習
し理解する。
・オープンソースソフトウェアと
は何かについて学び、その意義に
ついて理解する。
・Socity5.0に関して、これまでの
歴史からたどり、どのような社会
を指すか理解する。
・IoTに関して、例えばどのような
実践例があるか、またどんな利点
をもたらすか話し合い、理解す
る。

【知識及び技能】
・歴史や仕組みについて正確に理解している
かどうか。
・コンピュータ技術やDX、IoT、GPS、AI、
ビッグデータ、オープンソースソフトウェア
などに関する基本的な知識を習得しているか
どうか。
・ChatGPTやIoTの利用例など、具体的な例を
挙げて、その利用方法や効果について述べる
ことができるかどうか。

【思考力、判断力、表現力等】
・コンピュータや情報技術が産業社会に与え
る影響について、適切な表現ができるかどう
か。
・ChatGPTやIoTなどの具体的な利用例を考
え、新しいアイデアや改善案を提案できるか
どうか。
・情報を正確かつ適切にまとめ、表現するこ
とができるかどうか。
・ディスカッションや発表などで、自分の考
えを適切に伝えることができるかどうか。

【学びに向かう力、人間性等】
・自分自身で情報収集し、学習を進めること
ができるかどうか。
・他の人と協力して、共同で課題を解決する
ことができるかどうか。
・課題に取り組む過程で、努力や工夫をして
いるかどうか。
・コミュニケーション能力やリーダーシップ
を発揮することができるかどうか。

○○○

【学びに向かう力、人間性等】

工業の各分野における情報技術の進展と情報の
意義や役割及び数理処理の理論を理解するとと
もに，
関連する技術を身に付けるようにする。

情報化の進展が産業社会に与える影響に関する
課題を発見し，工業に携わる者として科学的な
根拠
に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を
養う。

工業の各分野において情報技術及び情報手段や
数理処理を活用する力の向上を目指して自ら学
び，
工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度
を養う。

10

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】



２
学
期

３
学
期

合計

70

マルチメディア
【知識及び技能】
文字・音声・静止画像・動画像に
関して理解しており、ディジタル
データに変換することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
マルチメディアの種類や特徴を理
解しており、適切に活用すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
マルチメディア技術に関心をも
ち、その活用方法を主体的かつ協
働的に見つけ出そうとしてい
る。

・マルチメディア技術の概要と表
現メディアについての説明をす
る。
・文字の表現方法とその種類につ
いて説明する。
・ 音のアナログ信号に着目し
て,A-D変換,D-A変換について説明
する。
・情報の圧縮と伸張について説明
する。
・音声の表現方法とその種類につ
いて説明する。

【知識及び技能】文字・音声・静止画像・動
画像の取扱いに関して理解しており、ディジ
タルデータに変換することができる。
【思考力、判断力、表現力等】必要なコンテ
ンツを作製するために,適切な方法を選定す
ることができ、文字・音声・静止画像・動
画像などをディジタルデータとして取り扱
い、表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】文字・音声・
静止画像・動画像などの表現方法に関心をも
ち,その活用方法を主体的かつ協働的に見つ
け出そうとしている。

○ ○ ○ 10

10

データベース
【知識及び技能】
データベースの目的およびデータ
ベースシステムの構成について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
関係データベースの表の構成につ
いて理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
ERモデル,正規化,DBMS,SQLについ
て理解し,その設計において,主体
的かつ協働的に取り組んでいる。

・データとファイルの構造について学び,
データベースの目的を理解する。
・データベースシステムを構成するため
のデータモデルを理解する。
・概念設計,論理設計,物理設計それぞれ
の設計内容について学ぶ。
・E-Rモデルの作成ができるようになる。
・正規化の手順・考え方を理解し,できる
ようになる。
・データベース作成のための環境構築や
DBMSの操作ができるようになる.
・SQLの基本的な文法および使用方法につ
いて理解し,実際にSQLを用いて基本的な
データベースの操作ができるようになる.

【知識及び技能】関係データベースの表の構
成について理解し,主キーの設定,DBMSの操作
に関して理解し,SQLを用いたデータベースの
作ができる。
【思考力、判断力、表現力等】データベース
設計のために必要なERモデル,正規化の作成
を適切に行い,データベース作成のために,適
切な環境を構築することができる。
【学びに向かう力、人間性等】データベース
システムの目的と機能を理解し,その設計に
おいて,主体的かつ協働的に取り組んでい
る。DBMSに関して,その種類や活用方法など,
自ら調べるなどして主体的に取り組んでい
る。

○ ○ ○ 20

マルチメディア
【知識及び技能】
文字・音声・静止画像・動画像に
関して理解しており、ディジタル
データに変換することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
マルチメディアの種類や特徴を理
解しており、適切に活用すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
マルチメディア技術に関心をも
ち、その活用方法を主体的かつ協
働的に見つけ出そうとしてい
る。

・静止画像の表現方法とその種類
について説明する。
・動画像の表現方法とその種類に
ついて説明する。
・ISO,IECなどの標準化組織につい
て説明する。
・文字,音声,静止画像,動画像の標
準符号化方式について説明する。
・HTMLの基本構文の説明
・テキストエディタを用いた制作
物(課題)への取り組む。

【知識及び技能】文字・音声・静止画像・動
画像の取扱いに関して理解しており、ディジ
タルデータに変換することができる。
【思考力、判断力、表現力等】必要なコンテ
ンツを作製するために,適切な方法を選定す
ることができ、文字・音声・静止画像・動
画像などをディジタルデータとして取り扱
い、表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】文字・音声・
静止画像・動画像などの表現方法に関心をも
ち,その活用方法を主体的かつ協働的に見つ
け出そうとしている。

○ ○ ○

15

コンピュータシステムの開発と評
価
【知識及び技能】
プロジェクトマネジメントに関す
る各手法等扱うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
システムの評価の方法,また基本的
な運用・管理を行う知識を有して
おり,適切な開発モデルを選択する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ユーザの要望を理解し,ユーザが利
用しやすい画面構成や,画面遷移を
設計できる。

・SLCP,ウォーターフォールモデル
について学習し,各工程の内容を理
解する。
・システムの評価指数に関して,ベ
ンチマークテスト,稼働率に関して
学習する。
・外部設計と内部設計について学
習する。
・PERTについて学習し,その目的に
ついて理解を深めるとともに,PERT
図の作成を行う。
・画面設計のWEBサービスである
「Figma」を用いて,画面設計の練
習を行う。

【知識及び技能】プロジェクトマネジメント
に関して知識を有しており,各技術者がどの
ような作業を担当するのかを理解している。
ユーザが利用しやすい画面構成や,画面遷移
を設計できる技術を有している。
【思考力、判断力、表現力等】開発するシス
テムの大きさや種類に応じて,適切な開発モ
デルを選択することができる。プロジェクト
に合わせて適切にPERTの作成ができる。
【学びに向かう力、人間性等】システム開発
の手順を理解し,その設計において,主体的か
つ協働的に取り組んでいる。

○ ○ ○


